
宗像大社（宗像市）

　正面が宗像三女神の一柱である市杵島姫神が祀られている田島（本土）に所在する辺津宮の最初の鳥居



　　　　　　ここから参道を進む



ここから進む
　　　↓



宗像大神（宗像三女神）は沖ノ島の沖津宮（田心姫神）、大島の中津宮（湍津姫神）、田島の辺津宮（市杵島姫神）に祀られ、三宮を総称して宗像
大社と云うが、一般的にはこの田島の辺津宮を宗像大社と呼んでいるようだ



　　　　　二つ目の鳥居/説明坂や標柱が立っている









平成30年度大東文化大学春季オープンカレッジ「世界遺産と関連遺跡・資料をめぐって」より



　　　　　　そこから振り返って最初の鳥居方向を見たところ/この軸線に沿って玄界灘方向に中津宮そして沖津宮がある



　　　　　　辺津宮、中津宮そして沖津宮が直線上に並ぶ



　　ちなみに、これは田島（本土）から大島へ向かう定期船の港から中津宮の所在する大島を見たところ



世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群は宗像大社沖津宮（1.沖ノ島、2.小屋島、3.御門柱、4.天狗岩）、5.宗像大社沖津宮
遙拝所、6.宗像大社中津宮、7.宗像大社辺津宮、8.新原・奴山古墳群の8カ所で構成される/この大島の向こうに沖ノ島がある





平成30年度大東文化大学春季オープンカレッジ「世界遺産と関連遺跡・資料をめぐって」より





平成30年度大東文化大学春季オープンカレッジ「世界遺産と関連遺跡・資料をめぐって」より



　　　　　さて、参道を更に進むと太鼓橋が架かり、その前方に神門が見える



　正面は神門







　　　神門の奥に拝殿が見える



　　　　　　神門の扉/宗像大社の表紋として「菊の御紋」が利用されている



　　　　　神門から振り返って太鼓橋方向を見たところ



　前方が拝殿



　　　　神額が掲げられている



拝殿の奥が本殿/市杵島姫神（いちきしまひめのかみ）を祀る









　　振り返って神門方向を見たところ



　　　右手の外に出て拝殿から本殿方向を見たところ



　　　本殿・拝殿とも重要文化財となっている



　　　本殿の側面を見たところ





ここにも表示があった/本殿は、最後の大宮司となった宗像氏貞によって、拝殿は小早川隆景によって16世紀末に再建されたらしい



　　　左手が拝殿、右手は神門



　　　正面が拝殿、左手が本殿



これは儀式殿



　これらは末社





　さて、前方は第二宮（右手）と第三宮



　　第二宮/沖ノ島にある沖津宮の田心姫神（たごりひめのかみ）が祀られている



　　第三宮/大島にある中津宮の湍津姫神（たぎつひめのかみ）が祀られている





　　第三宮から第二宮を見たところ



　　　　　　アップで見たところ



　　さて、ここは高宮祭場への参道



　　　　　　参道を進む/「宗像神社」と記された神額



　　　こんな感じの所を更に進む



　　　左手に説明坂が立っている





ここが宗像大神降臨の地と伝えられ、沖ノ島と並び宗像大社境内で最も神聖な場所の一つである高宮祭場/神籬（樹木）を依代とし、
社殿が建立される以前の神社祭祀（庭上祭祀）を継承する祈りの空間である



　　　前方に高宮の神籬が見える



　　　　　　左手から見たところ



　　　ここが高宮の神籬（ひもろぎ）







さて、ここは宗像大社神宝館/沖ノ島の祭祀で用いられた奉献品に加え古文書などの文化財を展示している



参考ホームページ

http://www.munakata-taisha.or.jp/index.html
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　　宗像大社ホームページより


